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舞台の 因襲が 演劇 を 堕落に 導きつつ あると 同様、 そ 

の 放埒 さは、 現在の 演劇 を 観衆より 遠ざけつつ ある 事 

実 を 認めなければ ならぬ。 言ひ換 へれば、 劇場 は、 真 

の 「演劇 精神」 と 絶縁しつつ あるので ある。 「演劇 をし 

て 再び 演劇たら しめよ」 とい ふ 合言葉 は、 大戦 後の 欧 

羅 巴に 於て 挙げられ たが、 この 言葉 は 抑 も 何 を 意味す 

るか。 私の 考へ では、 演劇の 法則なる もの を更 めて 吟 

味すべし とい ふこと である。 そして、 それが 若し、 演 

劇 を 生かし 得る ものなら ば、 再び それ を 取 戻せと いふ 

ことで ある。 ここで、 ポ オル. ヴァレ リイが、 定形 詩 

に ついて 述べ てゐる 一 句 を 思 ひ 出す。 



「定形 詩が 規定して ゐる ところの、 脚韻、 セジ ュ ウル - 

フィックス、 綴 音 又は 音 脚の 一定 数等の 規則 は、 すべ 

て 人体の 機能の 単調な 制度 を模 する もので あり、 また、 

とも すれば、 それ は 人生の 行為 を 繰り返し、 生命の 要 

素と 生命の 要素と を 結び合せて、 恰も 海中に 珊瑚が 聳 

え 立つ やうに、 事物の 間に 生命の 時 をば 築き上げる、 

かの 根本的 機能の メカニズムから その 源 を 発して ゐる 

のか もしれ ぬと いふ こと は、 正に 考慮に 値する ことで 

ある」 

この 意味 を 極く 楽に 解釈 すれば、 詩の 制約が、 詩の 

「生命」 を 創り 出す とい ふ 一 つの 逆説で ある。 逆説と 



シ ヨン それ 自身 は、 ま だ 劇 芸術 の 本質と は 云へ ぬ やう 

である。 少く とも、 「本質 美」 と は 云へ ぬ やうで ある。 

なぜなら、 アクション そのものに、 「芸術 性」 が あると 

は 限らず、 その 選択 配列の 如何に あると すれば、 寧ろ 

その 問題の 方が、 われわれに とって は 重要で ある。 

そこで 先づ 演劇の 本質 を 探究す るに 当って、 従来の 

文学的 偏見と、 職業的 独り合点 を 戒め、 あらゆる 芸術 

的 ジャンルの 独自性に 立脚して、 演劇 も 亦 「自己 本来 

の 方法と 条件に 従って 発展す る ものなる こと」 (ァラ 

ン より) を 何よりも 銘記すべき である。 

私 は、 これまで、 「演劇」 を 定義す る 最も 適確な 言葉 



は 益々 面倒になる。 

が、 これ は、 常識的に も、 截然と 「演劇 +x」 とい 

ふ 判断が できる 害であって、 演劇的 要素 乃至 方法の 若 

干に 音楽 舞踊 又は 美術的 要素が 加って ゐる 場合が 多く、 

その 意味で、 「演劇」 が 従属 的 地位に おかれて ゐる もの 

も少 くない。 かかる 種類の もの は 寧ろ、 単に スぺ クタ 

クルと 名 づけて よから う。 

しかしながら、 「演劇」 自体 は、 常に また、 多少の ス 

ぺ クタ クル 的 要素 を 含む ものである こと は 否まれない。 

ただ、 その スペクタクル 的 要素が、 そのままに 遊離し 

て 介在す るので はなく、 如何なる 場合に も、 「演劇的」 



果 とか、 照明と か、 衣裳と かいふ やうな もの は、 広義 

の 「装置」 と考 へて 差 支ない。 そこで、 以上のう ち、 

何 を 欠いて ゐて も、 これ だけ あれば、 兎も角 「演劇」 

に 成り 得る とい ふ 「方法」 は、 ただ 一 つで ある。 即ち、 

俳優の 「演技」 である。 更に これ を 分割 すれば、 「言葉」 

或は 「身振り」 である。 その 一 方 だけで も 「演劇的」 

な ものが 出来 上る ので ある。 (ラヂ ォ- ドラマ、 パント 

マイム) ただ、 その 「言葉」 は、 「語られる 言葉」 であ 

つて、 「書かれた 言葉」 であって はならず、 その 「身 振 

しぐさ 

り」 は、 「科」 の 範囲に 限られて ゐる。 即ち 「意志」 

と 「感情」 を 伴 ふ もので なければ ならぬ。 (気 狂 ひじみ 



た 動作の 連続 は 「演劇的」 でない) 

さて、 これ を 約言 すれば、 俳優の 演技に よって、 あ 

る 「生命の 発展」 を 示す ことが 「演劇」 の 必要条件と 

して 考 へられる。 つまり、 俳優が ある 人物 (或は 擬人 

化された もの) に扮 して、 その 人物の 「生活」 を 生活 

してみ せる とい ふこと である。 (人形劇 は、 俳優の 肉 

体と 精神と が、 人形と これ を 操る ものと に 分裂した だ 

けで ある) そして、 その 「生活」 は、 予め 仕組まれた 

物語の 形式に よる 場合と、 俳優が 即興 的に 舞台 上で 仕 

組んで 行く 場合と あるが、 何れも、 言葉 (対話) と 動 

作 (身振り) による 「演技」 と、 その 扮 する 人物の 外 



始 形態で はあって も、 決して、 芸術で はない。 前に 述 

ベた とほり、 「生活の 発展」 から、 ある 種の 「美」、 し 

かも、 創造的な ものが 生れなければ、 如何なる 意味に 

於ても 芸術と は 云 ひ 難い。 そこで、 演劇が、 「物語」、 

すな はち、 文学の 「方法」 と 提携す る。 しかも、 純然 

たる 「叙事」 と 「抒情」 の 範囲から 脱した、 一 種 独特 

な 「物語 形式」 を 要求す る ことになる。 「戯曲」 の 「制 

約」 は、 即ち ここから 生れて 来なければ ならぬ。 

一、 時間の 経過に 従って 物語が 進められる。 時間 を 

経過させる 速度の 調節 はでき るが、 後に 起った 

ザ J と を さきに 現 はす Y と はでき ぬ。 



一 、 時間の 経過 を 止める 方法 は、 演劇 を 中断す るよ 

リ外 はない。 (合唱隊に より、 又は 幕 を 下す 等) 

一、 舞台 は、 同時にた だ 一 つの 場所 を 示す にす ぎな 
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一、 舞台 上の 言葉 は、 その 人物の 間で 取 交される の 

を 原則と する が、 その実、 多数の 見物に 呼び か 

けて ゐ るので ある。 

一 、 見物 は 劇場に ゐる こと を 忘れる こと もで きる が、 

劇場に ゐる こと を 想 ひ 出す ことで 悦び を 感じる 

ので ある。 即ち、 俳優と、 その 扮 する 人物と、 

その 人物 を 創造した 作者、 この 三つの 生命 を 同 



対話 (独白、 傍白 を 含 む)、 雄弁 (西洋の 

eloquence に 相当す る もの)、 及び 詩の 三 要素 

に 限られ、 「散文的」 なる ものの 混入 を 許さぬ。 

、 物語の 主観、 結構、 及び、 人物の 対話、 科な ど 

に、 所謂 「真ら しさ」 を 求める こと は、 結局、 

「真実の 美し さ」 を 求める ことで、 決して 「現実 

そのもの」 を 再現す る ことで はない。 「真ら し 

く」 する ために 「噓の 醜 さ」 に 陥る ことがある。 

大声 を あげて 泣く とか、 人を擲 ると か、 舞台の 

上 を 走る とかい ふこと は、 「真ら しく」 見せれば 

見せる ほど 滑稽で、 「噓の 醜 さ」 を 暴露す る。 畢 



肯定しつつ、 しかも その 事物の 在り方に 従って 表現し 

得た 時には、 あだか も 不変の 自然が われわれの 自由 意 

志 を 肯定せ る 時の 如く、 その 一 致から 宗教 的な 偉大 さ 

を もつ 効果が 生じて 来る。 これ こそ 詩の 本格的 秘訣で 

ある。」 

「脚韻 (詩の) は 意味に 屈従す べきで なく、 また 意味 

は 脚韻に 屈従すべき でない こと を 知る ので ある。 しか 

も 美しい 脚韻と 美しい 意味との 応 和が 喜び を 与へ る。 

反対に 苦労の あとが 感じられ るか、 又は 恩恵 を 請 ひ 求 

める やうな もの は、 すべて 醜悪で ある ご 

「雄弁の 特色 は 時間の 法則の 下に 思考 するとい ふこと 



殊に、 同じく ァ ランの 「演劇に ついて」 とい ふ 論文 

(劇作 所載) は、 決して 「専門的」 ではない が、 私の 演 

劇論に 一 つの 新しい 道を拓 いて くれた ものである。 序 

に、 その 中から、 重要な 句 を 拾って みる。 

「演劇 は 決して 日常生活から 拾 ひ 集めた 感動 的な、 又 

は 愉快な 会話から 作られる もので ない こと を、 明かに 

しなければ ならない ご 

「これ は、 舞踊、 音楽、 建築、 デッサン がさう である 

やうに、 自己 本来の 方法 及び 条件に 従って 発展す る も 

ので ある ご 

「独白が 行 はれ、 聴き 役が 現 はれる といった やうな、 



と はでき ない。 ( 一 九 三 五 • 三) 
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